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 ⑩尋常小学三年からは理科として，先ず最初は，博物と物理，それから漸次化学も加える。
（11）奥野庄太郎「聴方教授の誕生」『教育問題研究』第１号，1920年４月, pp.11-14
（12）沢柳政太郎「言語に四種の別あるを論じて国語の新教授に及ぶ」『教育問題研究』第４号，1920年
７月（『全集』４巻，p.181）
（13）沢柳，同上，pp.181-182
（14）赤井米吉「成城だより」『教育問題研究』第31号，1922年10月，p.104
（15）阪本一郎によると，子どもが文字を見てその意味を理解できる語彙の量は，６歳で5,000語強である。
その後加速度的に増加して，12歳で2万語を越え，15歳で４万語に近くなり，20歳で４〜５万語に
近くなるようである。そのいちばん増加率のはげしいのは10歳の前後であって，これが読書量のい
ちばん多い時期と一致している。（図書館教育研究会『読書指導通論─児童と青少年の読書活動─』
学芸図書，1984年，p.60） 
（16）沢柳政太郎「児童の言語習得に関する臆説」『児童語彙の研究』同文館，1919年（『全集』４巻，
p.133）
（17）沢柳，同上，p.137
（18）沢柳，同上，p.137
（19）沢柳政太郎「読むことゝ書くことは並行しない─成城小学校に於ける一発見─」『教育問題研究』
第３号，1920年６月（『全集』４巻，p.179）
（20）沢柳，同上，p.180
（21）沢柳，同上，pp.179-180
（22）沢柳，同上，p.180
（23）古閑停「国語教授上の重要問題（一）（二）」『教育問題研究』第１号，1920年４月，p.41
（24）水内宏「成城小学校におけるカリキュラム改造と沢柳政太郎─若干の特徴点」『全集』４巻，
pp.470-473
（25）古閑停「児童図書室の必設を望む」『教育問題研究』第11号，1921年2月，pp.64-65
（26）古閑「国語教授上の重要問題（一）（二）」前掲誌，p.41
（27）今野喜清『教育課程論』（教育学大全集　26）第一法規，1981年12月，pp.34-37
（28）佐藤武「小学校に於ける学科課程の改正を論ず」では尋常小学四年から開始されていた「書方」が，
赤井米吉偏『成城小学校』（成城小学校出版部，1923年７月，p.16）では尋常小学二年より開始に改
められている。
（29）北村和夫「大正新教育と成城小学校（１）─国語科の教科改造と「児童文化としての教科書」─」
『聖心女子大学論叢』第68集，1986年12月，pp.55-56
（30）古閑「国語教授上の重要問題（一）（二）」前掲誌，p.40
（31）岸英雄「読書時間の特設に就いて」『教育問題研究』第53号，1924年８月，p.16
（32）岸，同上，p.16
（33）浜野重郎「児童図書館設置の提唱と其の後の研究」『現代教育の警鐘』民友社，1927年，p.170
（34）「編輯室」『教育問題研究』第６号，1920年９月，p.92
（35）古閑「児童図書室の必設を望む」前掲誌，p.64
（36）岸「読書時間の特設に就いて」前掲誌，pp.15-16
（37）岸，同上，p.16
（38）田中末広「児童読物と児童図書室（二）」『教育問題研究』第24号，1922年３月，p.85
（39）岸英雄「読書教育の提唱」『カリキュラム改造の研究』第一出版協会，1930年，p.89
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成城小学校における読書時間の特設と児童図書館について（山田泰嗣・渡邊雄一）
（40）岸，同上，p.88
（41）岸，同上，p.92
（42）岸，同上，pp.94-96
（43）山口勝「読書時間の経過」『教育問題研究・全人』第66号，1931年12月，p.55
（44）山口，同上，p.55
（45）山口，同上，p.56
（46）山口，同上，pp.56-57
（47）田中「児童読物と児童図書室（二）」前掲誌，p.86
（48）田中，同上，p.87
（49）田中，同上，p.88
（50）田中，同上，p.89
（51）田中，同上，p.87
（52）山口「読書時間の経過」前掲誌，p.57
（53）松本浩記「読書指導の具体案─「児童読書日記」の編輯に就いて─」『教育問題研究・全人』第58
号，1931年４月，p.76
（54）古閑「児童図書室の必設を望む」前掲誌，p.72
（55）古閑，同上，p.72
（56）奥野庄太郎「先生の暗示による国語研究の開展」『教育問題研究』第61号，1925年４月（『全集』別
巻，p.54）
（57）小原国芳『自由教育論』（『小原国芳全集』２，玉川大学出版部，1953年８月，pp.357-360）
（58）奥野「先生の暗示による国語研究の開展」前掲誌，p.53
（やまだ　よしあき　教育学科）
（わたなべ　ゆういつ　佛教大学研究員）
2005年10月19日受理
